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昨年度に引き続き、様々な観点から頑健な構文解析器を構築するための研究を進め、大きく二つの成果があった。これらはどちらも、多言語に亘って標準化が進
められている Universal Depedencies と呼ばれるコーパス集合の上で行った成果である。 
一つ目は、分野の変化に頑健な構文解析器を構築する手法として、依存構造解析に適した adversarial training の手法を提案した。 adversarial training は
機械学習の新しい手法であり、構文解析に適用し、成果を得たのは本研究が初だと言える。二つ以上の分野が異なるコーパスを入力とし、本手法では、分野に共
通する入力の特徴と、分野に固有の入力の特徴とを自動的に抽出し、訓練データを有効活用することができる。また興味深いことに、本手法を用いて、似た言
語、例えばフランス語とイタリア語の解析器を同時に学習し、両者の文法上の共通点をうまく取り出し、精度の向上を行えることも示した。この手法を用いた構
文解析器を利用し、国際会議 CoNLL での shared task に参加し、全33チーム中6位の成績を収めることができた。 
二つ目の成果は、依存構造解析における"交差"と呼ばれる現象への新しい対処法である。入力単語を左から一単語ずつ処理する遷移型の構文解析器にとって、こ
の交差現象は扱いにくい現象であり、未だ最適な処理方法は確立されていないが、既存法の弱点を改善する新しいアルゴリズムを提案し、この方法が多言語に
亘って実際に構文解析精度を向上させることを示した。
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Proceedings of the 55th Annual Meeting of the Association for Computational Linguistics 277-287
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10.18653/v1/P17-1026
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Multilingual Back-and-Forth Conversion between Content and Function Head for Easy Dependency
Parsing

 オープンアクセス  国際共著
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Proceedings of the 15th Conference of the European Chapter of the Association for Computational
Linguistics
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構築した組み合わせ範疇文法 (CCG) に基づく新しい構文解析器 
https://github.com/masashi-y/depccg 
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